
低学年学校生活サポートボランティアによる授業支援

白川文字学を取り入れた授業の様子

■ ２０１０年１月３日（日曜日）

　福井の子どもたちは、平成２１年度「全国学力・学習状況調査」で学力が３年連続、「全国体力・運動能力、運動習慣等調

査」で体力が２年連続それぞれ全国トップといえる好成績を収めました。これは、子どもたちの頑張りや学校での熱心な指

導、少人数教育の充実、スポーツに親しむ環境づくり、そして地域や家庭のつながりの強さが要因と考えられます。

　県では、郷土の自然や歴史・文化などに関心を深め、地域の先人たちの偉業を学ぶ「ふるさと教育」を進め、わが国の将

来を担う子どもたちをたくましく育てていきます。

　県では、「元気福井っ子新笑顔プラン」により、国の定めた小中学校の学級

人数を県独自に引き下げ、教員の目が子どもたち一人ひとりに行き届くように

しています。

　さらに、複数の教員による授業やボランティアによる学校生活のサポートに

よって、小学校低学年から中学校まで、それぞれの発達段階に応じたきめ細

かな指導を行っています。

　今年生誕１００周年を迎える本県出身の漢字・文字研究者、白川静博士が体系化

した「白川文字学」を活用し、漢字の面白さを知ってもらうための漢字学習を進めて

います。

　講演会や親子漢字教室などのイベントのほか、県内すべての小学校で「白川文字

学」を取り入れた漢字学習を行っており、子どもたちは文字の形や成り立ちなどから

楽しく漢字を学んでいます。



　子どもたちの学力が共に全国トップクラスの福井県と秋田

県。今月9日、東京で両県の教育力の秘密を紹介するシン

ポジウムが開催されます。

ふくい理数グランプリで
難問に挑戦する高校生の皆さん

ふくいサイエンス寺子屋で科学実験

放課後にスポーツに親しむ子どもたち

南部陽一郎博士（左）と西川知事（右）との懇談

　全国トップの学力をさらに伸ばし、夢や希望をもって未来へは

ばたく子どもたちを育てるため、「元気ふくいっ子学力向上セン

ター」を開設しました。

　センターでは、本県の学力や学習状況の把握や、指導法の開

発などの教員の指導力向上のための支援を行います。さらに

本県の教育モデルを全国へ発信します。

　本県出身の南部陽一郎博士のノーベル物理学賞受賞を記念し「南部陽一郎記念ふくいサイエンス賞」を創設しました。理

科や数学の研究やコンテストなどで優秀な成績・成果を収めた県内の中学生・高校生らを顕彰し、先端科学技術の発展に

貢献できる人材を育てます。授賞式は、今月２４日の「ふくいスーパーサイエンスフォーラム」の開会式で行われます。

　今月２４日、ノーベル生理学・医学賞を受賞された利根川進博士を講師に、「ふくいスーパーサイエンスフォーラム」を開催

します。講義や実験を通して、県内の高校生が世界最先端の科学技術に触れる機会を設けます。

　子どもたちに理科・数学の面白さを知ってもらおうと、「身近な不思議を解き明かそう」

をテーマに「ふくい理数グランプリ」を開催しています。多くの中・高校生が参加して身近

な現象を題材にした問題にチャレンジし、論理的思考力や実験力を競い合いました。

　県では、児童館や公民館など身近な場所で、様々な実験などを体験する「ふく

いサイエンス寺子屋」を実施しています。学校の授業とは一味違った実験などが

行われ、子どもたちの理科や算数への興味・関心を高めています。

　スポーツ少年団に加入している県内の小学生の割合は２５．１パーセント（全

国第６位）。日ごろからスポーツに親しんでいる小学生は４人に１人です。

　そこで県では、すべての子どもたちにスポーツの楽しさを知ってもらおうと、

県内１７の小学校で「スポーツ大好きっ子育成事業」をモデル的に実施してい

ます。子どもたちは、放課後にドッジボールなどで体を動かして、楽しくスポー

ツに親しんでいます。

　昨年１１月２８日、福井市城東（旧福井県立図書館）に全国初の子ども向けの歴史文化施設

「県立こども歴史文化館」がオープンしました！福井の歴史上の先人や現代の達人について楽

しく学ぶことのできるミュージアムです。

昨年４月、西川知事が南部博士にお願いして、福井の子どもたちの励みとなるようにとメッセージ色紙やノー



ベル賞メダルのレプリカ、南部博士が使用したノートといった品々を提供していただきました！

古代から近現代までの福井で活躍

した人々を、映像や人形で楽しく分

かりやすく紹介。

伝統工芸やスポーツ、芸能など

様々な分野で現在活躍中の福井ゆ

かりの達人たちを紹介。

手のひらに映し出した漢字のへんと

つくりを組み合わせて漢字を作る

「漢字ファンタジア」や古代文字パ

ズルなど、楽しく漢字を学べる仕掛

けが満載。

メダルのレプリカや自筆ノートなど

南部博士のゆかりの品々を展示。

さらに、素粒子の世界を３Ｄ映像で

体験できます。

県立こども歴史文化館　TEL：０７７６（２１）１５００
開館時間／午前９時～午後５時（入館無料）

休館日は毎週月曜日・休日の翌日、年末年始

この記事に関するご意見・お問い合わせは

県教育政策課 0776（20）0557　までどうぞ
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